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序

 本書は、 財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を

 実施した、 白鳥館跡の調査成果をまとめたものです。

 白鳥館跡は、 16世紀後半白鳥十郎長久が、 谷地に進出する

 まで城を構えていた村山市白鳥地区に立地しています。 周囲

 は豊かな田園地帯で、 サクランボに代表される果樹生産も、

 大変盛んな地域です。

 この度、 担い手育成基盤整備事業 (宮下地区) に伴い、 工

 事に先立って白鳥館跡の発掘調査を実施しました。

 調査では、 縄文時代から近世までの幅広い遺物や、 中世の

 掘立柱建物跡、 旧河川跡などが検出されました。 出土した遺

 物の中に}よ 明代の龍泉窯の青磁や、 慈難窯緑紬三彩盤など、
 白鳥氏が権勢を誇っていた当時を忍ばせるものもあります。

 また、 当時使われていた建物の柱も多数残っていました。

 埋蔵文化財は、 祖先が長い歴史の中で創造し、 育んできた

 貴重な国民的財産といえます。 この祖先から伝えられた文化

 財を大切に保護するとともに、 祖先の足跡を学び、 子孫へと

 伝えていくことが、 私たちの重要な責務と考えます。 その意

 味で、 本書が文化財保護活動の啓発・普及、 学術研究、 教育

 活動などの一助となれば幸いです。

 最後になりましたが、 調査においてご協力いただいた関係

 各位に心から感謝申し上げます。

 平成13年3月

 財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木場清耕



例言

 、 本書は、 平成、2年度県営ほ場整備事業担い手育成型 (宮下地区) に係る 「白鳥館跡」 の発

 掘調査報告書である。2 調査は山形県教育委員会の委託を受けて・ 貝オ 団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが実施した・'
 3 調査要項は下記のとおりである・

 遺 跡 名 白鳥館跡 遺跡番号 平成11年度登録
所 在 地 山形県村山市大字白鳥字宮下
 調 査 主 体 財団法人山形県埋蔵文化財センター
 受 託 期 間 平成12年4月1日～平成13年3月31日
 現 地 調 査 平成12年4月17日～平成12年7月28日
調査担当者 調査第一課長 野尻 侃

主任調査研究員 黒坂 雅人
 調査研究員 黒沼 昭夫(調査主任)
調査員 多田和弘

 4 発掘調査及び本書を作成するにあたり、 村山平野土地改良事務所・ 戸沢土地改良区・ 北ホ寸
 山教育事務所、 村山市教育委員会、 及び山形県教育庁文化財課など関係諸機関にご協力をし》
 ただいた。

 5 本書の作成.執筆は、 黒沼昭夫、 多田和弘が担当した・ 執筆にあたり・ 掘立柱建物跡の図
 上復元については八戸市博物館の佐 妹浩一主任主査兼学芸員に御教示いただいた・ 記して
 感謝申し上げる. 編集は高桑弘美・犬飼 透が担当し・ 全体1こついて野尻 侃が監修した・

 6 委託業務は下記のとおりである。
 遺構写真実測 アジア航測株式会社
 理化学分析 パリノ・サーヴェイ株式会社
出土遺物保存処理 株式会社吉田生物研究所

 7 出土遺物.調査記録類については、 財団法人山形県埋蔵文化財センターカ書一括保管してい
 る。

  凡例

  1本書で使用した遺構、 遺物の分類記号は次のとおりである。

  SB…掘立柱建物跡 SK…土坑 SD…溝跡 EP…ピット

  RP…土器・土製品 RW…木製品 RQ…石製品 RM…金属製品

  P……土器 S……石

  2遺構番号は、 現地調査段階での番号をそのまま報告書の番号とした。 ただし、 掘立柱建物

  跡については、 新規番号とした。

  3報告書執筆基準は下記のとおりである。

  (1)遺跡概要図・遺構配置図・遺構実測図中の方位は磁北を示している。

  (2〉遺構実測図は1/20～1/200の縮図で採録 し、 おのおのスケールを付した。 なお、 実

  測図中ロは、 遺物の出土地点をあらわす。

  (3)遺物実測図・拓影図は、 1/3、 1/4、 1/10で採録 し、 おのおのスケールを付した。

  なお、 実測図中のスクリーントーン麟蜀 は粕 翻は粕ハギ國は漆を、 黒ベタは須恵器を
  表している。

  (4)遺物観察表中の計測値欄は、 現存値を示す。 出土地点欄の層位では 「F」 は遺構覆土内

  出土、 「Y」 は遺構底面出土を各示し、 ローマ数字 「1～IV」 等は遺跡を覆う土層 (基本層

  序) を表している。

  (5)土器投影図で、 器表面の拓本は断面右側、 器内側のそれは左側に表した。

  (6)遺物図版については、 1/2、 1/3、 1/4、 1/8とした。

  (7)遺物番号は、 遺物実測図・遺物観測表・遺物図版ともに共通したものである。 遺構挿図

  中に図示している遺物も同様である。

  (8)遺構覆土の色調の記載については、 1987年農林水産省農林水産技術会議事務局監修の

  「新版標準土色帳」 に拠った。
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 1調査の経緯

 1調査に至る経過

 白鳥館跡は、山形県のほぼ中心、村山市大字白鳥字宮下に所在し、中心地である村山市楯岡

 の北西部の山裾に立地している。付近には縄文時代の遺跡が数多く分布し、豊かな自然を背景

 に、人々が連綿と生活を営んでいたことがうかがえる。

 平成12年度、村山平野土地改良事務所の県営ほ場整備事業担い手育成型(宮下地区)が、こ

 の遺跡に係ることになり、山形県教育庁文化財課は、平成11年10月に事業予定地について試掘

 調査を実施した。
 ねんロヨっだん

 当初、遺跡台帳には念仏壇B遺跡という縄文時代の集落跡と記載されていたが、台帳記載の

 地番、字名と合致しないこと、縄文時代の遺構・遺物が出土しなかったことなどから、台帳記

 載時の手違いによる誤記と考えられた。

 しかし、試掘調査の結果、中世陶器と建物跡などが検出され、古代の須恵器片も出土した。

 また、地元に白鳥十郎の居館との伝承が残っており、試掘結果で発見された遺構と遺物はその

 裏付けとなるものと判断され、白鳥館跡として平成11年度新規登録された。

 以上のことから、遺跡が事業予定地に含まれることが判明し、同事業との関連でやむをえず

 削平されると判断された白鳥館跡域の6,4001㎡について緊急発掘調査を実施して、記録保存を

 図ることとなった。

 発掘調査に至るまでの協議等は、以下の通りである。

 ◆県教育委員会より、県埋蔵文化財センター理事長あてに、「県営ほ場整備事業(宮下地区)

 の実施に伴う地区内埋蔵文化財発掘調査」の依頼(H12/2/4)

 ◆県教育委員会と県埋蔵文化財センターとで、「県農林事業関係発掘調査委託契約」を締結(H

12//4/1)

 2調査の方法と経過

 平成12年4月11日、村山平野土地改良事務所において、白鳥館跡に係る遺跡発掘調査の打合

 会を開催し、発掘調査に至る経過報告、調査体制、調査の方法等が確認された。

 4月17日に調査事務所を設置し、現地調査を開始した。4月19日から、調査区内を遺構確認

 面まで重機で掘り下げた.雪解けが遅れ、調査区内の地盤が軟弱なため、当初の予定より遅れ

 たが、以後、遺構検出に向けての面整理作業を継続.多くの柱穴、土坑、川跡等を確認する.

 5月12日より、検出した遺構の精査・記録作業を開始した.7月6日、遺構をより明確にする

 ため、2回目の重機による表土除去作業を行い、新たに柱穴を確認する。その後、発掘作業員

 を増員し、予定通り7月28日に調査を終了した。

 なお、調査期間中(7月26日)現地で調査説明会を開催したところ、約130名の参加が得ら

 れた。
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 調査の経緯

 白鳥館跡2白鳥城跡
 擶山館跡1(〕楯岡城跡

 3富並館跡4復原纏5後原板h卑6碁点脇7大久f呆城跡8飯田嚇
 11長瀞城跡

 趾地理院衙2万5千分剛也図r富並」r谷地」r延沢」r櫛司」を1/2に縮小して使用(1:50・〔)00)
 第1図遺跡位置図

2

 遺跡の立地と環境

 ■遺跡の立地と環境

 1遺跡の立地

 村山市は山形盆地の北部に位置し、市北部の名取低地は尾花沢盆地との境界部にあたる。東

 は奥羽山脈の舟形山から西は出羽丘陵の葉山に至る。市の中央部には市域を東西に分断するよ

 うに最上川が北流し、市北部で葉山山系の丘陵に切り込むように蛇行している。その東側には

 奥羽山脈から発する大沢川、大旦川があり、それぞれ楯岡扇状地と擶山扇状地の二つの扇状地

 を形成している。

 白鳥館跡は村山市の北西端にあたる大字白鳥字宮下に所在する.当地区は最上川左岸の河岸

 段丘上に立地し、標高は115mを測る.西側には葉山山麓が隣接し、そこから市街地のある南

 東方向に傾斜している。

 2歴史的環境

 村山郡は平安期には「小田島荘」という摂関家荘園の一部であった。しかし中世に入ると、

 鎌倉期には北条氏、南北朝期には葉室氏、室町期には最上氏と多くの領主が入れ替っている.

 とくに最上氏は国人領主の警戒のために村山郡の防衛を重視し、最上満直の代に大久保城(第

 1図7)や楯岡城(第1図10)を築城し子息を領主としている。

 白鳥館跡からは中世の国産陶磁器、中国陶磁器、古銭をはじめとする当時の有力者の居住を

 裏付ける遺物が出土している.また宮下地区には鎌倉時代に作られたという宝筐印塔と六面憧

 があり、当時の集落の賑わいをうかがわせる.村山には「楯」「楯道」「楯の下」など楯(館)

 のつく地名が多く存在し、村落の主である国人が館を拠点にしてこの一帯に土着していた.地

 元の白鳥郷の豪族である白鳥氏もこのような国人の一勢力として台頭したものと考えられる。

 白鳥氏の出自は、一説には前九年の役(IO51～1062)で源氏に滅ぼされた奥州安倍氏を祖

 とする説があるが、記録文書の上では明らかにされておらず、いつごろから白鳥郷に土着した

 かはいまだ不明である。はじめて白鳥氏の名が史料に登場するのは「後太平記」であり、南北

 朝の争乱の際に南朝方として戦闘に参加したことが記録に残っている。天正2年(1574)には、

 白鳥氏の当主である白鳥十郎長久が山形の最上氏と米沢の伊達氏の紛争があった際に和解の仲

 介をしている.また天正5年(1577)には、山形の領主のなかでいち早く織田信長に名馬を献

 上しており、中央に対して広い視野をもっていた数少ない武将のひとりであった.しかし天正

 12年(1584)に、最上義光は白鳥氏の勢力拡大を警戒し、白鳥十郎長久を山形城で謀殺した.

 その後白鳥氏は滅亡している。

 白鳥城跡(第1図2)は本遺跡から南約lkmのところに所在し、葉山山系を背後に構える山

 城で白鳥氏の本拠地である。白鳥氏が白鳥城から南方の谷地城に本拠地を移した時期は、「月山

 神社縁起書」で、永禄年間(!558～1569)に谷地城主である白鳥氏が月山神社社殿を再建し

 たことが記録にありそのあたりと考えられる。碁点城(第1図6)は白鳥城の支城であり、東

 側に隣接する最上川を抑える防衛拠点であった。
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  Ⅲ遺跡の概観

  1　基本層序　白鳥館跡の調査区は、村山市の北西端にあたり、西から東にかけて緩やかに傾斜している。

 2 遺構の分布

 遺構は調査区のほぼ全域に分布するが、 一段高い西側部分に集中し、 標高が一段低くなる東
 側部分は、 ほ場整備などによる削平を受けて破壊され・ 密度は低い・ 明治21年に作成された地
 籍図を見ると、 調査区東側は、 字界が複雑に引かれ・ その後の基盤整備により・ 現況の水田に
 整備されたものと考えられる。 遺構総数は掘立柱建物跡、 土坑、 柱穴、 河川跡など、 2000基を
 数える。

 」一17グリッドを中心に、 旧河川が検出された。 試掘では、 堀跡ではないかと考えられたが、
 北側に大きく蛇行していること、 断面の観察等から河川跡と判断された。

 柱穴は柱根を伴うものが多く検出された。 堀方が大きく、 深さも最大のもので60cmを測り、
 礎石を設置して沈下を防止したものや、 根固石を設置して柱を固定したものなども多数検出さ
 れている。

 調査区の南西部に直径5mを越える円形の遺構が2基検出された。 井戸跡と考えられたが、
 精査の結果、 深さが20cm程度と非常に浅く、 土坑と考えられる。 底面より瓦質土器や木製品、
 煙管吸口等の遺物が数点出土しているが、 遺構の性格は不明である。 その他にも直径1mを超
 える円形の遺構が10基ほど検出されたが、 いずれの遺構も浅く、 井戸跡は一基も検出されてい
 ない。 西側に位置する山裾の湧水を利用したのか、 調査区外にあるのかは不明である。

 掘立柱建物跡は西側に集中している。 ここは地籍図からもわかるように、 宅地や大規模な水
 田として利用されていたため、 削平を受けず、 多くの遺構が確認されている。
 C～G-8グリッド周辺からも柱根を伴う柱穴が多数検出されている。南側は礫層で遺構は確

 認できず、 北側に遺構が続くものと考えられた。 北側の調査区外を掘り下げたところ土色変化
 が認められ、 遺構の存在が確認された。 また、 調査区西端にも掘立柱建物跡の柱列が確認され
 ており、 西側の山際まで遺構が分布していることがうかがえる。

 3 遺物の分布

 遺物は、 総数で整理箱6箱ほどと非常に少ない。 しかも、 遺構内からの出土点数は十数点に
 とどまり、 遺物から遺構の年代を特定することは困難である。 ほとんどの遺物は現在の畦畔部
 分からの出土であり、 ほ場を整備する際に廃棄したものと考えられる。 年代的には縄文時代の
 土器、 打製石斧、 磨製石斧、 須恵器の蓋、 甕、 近代陶磁器までと非常に幅広く出土している。
 遺物の中心になるのは陶磁器類であるが、 13世紀から近代までと年代の幅も広く、 器種も多岐
                     じ そうようにわたる。 中には明代の龍泉窯の緑粕陶器、 慈難窯緑粕三彩盤等の、 中国製の陶磁器も破片で
 はあるが出土している。

 柱根は約100本ほど出土しており、 面取りをした角柱、 表皮を剥ぎ粗く加工したもの、 表皮
 を剥ぎ取っただけのものとに大別できる。 表面を観察すると地中に埋設する部分を焼き、 腐食
 を防 ぐための加工も加えられているものも確認されている。

 古銭が50枚出土しており、 大部分が北宋銭である。 観察した結果、 そのほとんどが私鋳銭で
 あっ た。
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 検出された遺構

 IV検出された遺構

 1掘立柱建物跡

 今回の調査では、多くの掘立柱建物跡が検出され、現地調査後の図上復元も含めると62棟を数える。

 ここでは、現地調査段階で検出できたもの、調査終了後一部見直しを加えたものについて掲載する。

 SB1(第7図)F-7に位置し、桁行7.28m、梁行5.24mを測る。現地調査段階では、身舎

 の東西3間、南北5問の建物と考えられた。しかし、調査終了後柱穴に残存する柱根とアタリ

 を挿入し、検討を加えたところ、中央部分だけ柱間が10尺と広くなること、柱を結ぶ軸線が微

 妙にずれること等から、身舎の東西2間、南北3間の建物が2棟並列していると判断し、SBl

 とSB2に分離した。どちらの建物も柱穴の覆土は黒色の粘質土に青灰色の風化礫を含む1層で

 ある.残存している柱(16)は、8面が面取りされた4寸角の柱であり、根固石を設置して、

 柱を固定している。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-12。一Eである。

 SB2(第7図)F-9に位置し、身舎の東西3間南北5間。桁行7.30m、梁行5.52mを測る。SBl

 と同規模の建物跡である。柱穴掘方からの遺物の出土はなかったが、建物を構成する柱穴の北

 側の遺構確認面から銭貨(RM16)がまとまって出土している。明確な遺構は確認されず、埋

 納銭とは考えられない。現在の上棟式にあたるような、散銭散米の儀礼的な行事で使用された

 可能性もうかがえる。主軸方向はN-11。一E。

 SB3(第7図)1-5に位置し、身舎の東西3間、南北1間、桁行7.35m、梁行4mを測る.

 調査区南部中央1-6に位置し、柱根を含む。検出された柱根はほぼ四角に加工されたもので、

 腐食を防ぐために柱の表面を炭化させる加工が施されてある。主軸方向はN-4。一E。

 SB4(第8図)B-8～9に位置し、現地調査段階では身舎の東西3問、南北5間の規模で

 あったが、調査終了後図上で確認したところ、掘方の規模、覆土の状況などから、南に延びる

 と考えられ、身舎の東西3間、南北7問の規模となった桁行14.86m、梁行6.14mの建物跡で

 ある。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。残存する柱(27)は粗く面取りされた角柱で、

 底部付近に目途穴が開けられている。主軸方向はN-22。一E.

 SB5(第9図)A-9～12に位置し、身舎の東西不明、南北7問、桁行15.36mを測る。SB1

 と同規模の掘立柱建物跡である。東側部分のみの検出であり、西側の調査区外に続くものと考

 えられる。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-22。～E

 SA6(第9図)B-9に位置するSB5と同一軸の柵列である。SB5とSB7の間に位置し、これ

 らの建物に付随するものと考えられる.柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN

 -22°－E。

 SB7(第9図)C-8に位置し、身舎の規模は東西2間、南北2問、桁行4.06m、梁行3.72m

 の建物跡である。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN～22。一E。

 以下の建物はD-16周辺に位置する建物跡である。柱穴の切り合いが激しく度々建て替えを

 行った形跡が認められる。覆土は地山に黒色の粘質土がマーブル状に混じり、平面プランの確

 認が困難であった。ここに掲載する建物は、調査区が西から東へ傾斜しておりその傾斜の軸に







 検出された遺構

 沿うような形で建てられている・これらの建物に使用されていた柱は、側面が粗く加工された
 もの・立木の根の湾曲した部分を加工し、まっすぐな柱状に加工したものなどに大別できる。
 また・理由ははっきりしないが、柱穴の覆土内に細く割いた竹を敷き、その上にむしろを敷い

 ているものもあった・これらの建物は、南北の柱間が3mを越える規模のものが多く、他の掘
 立柱建物跡とは構造や用途が異なると考えられる。

 SB8(第10図)D-16に位置し、身舎の東西2間、南北不明、桁行不明、梁行m4.60を測る。
 柱穴掘方からの遺物の出土はなかった.主軸方向はN-42。一E。

 SB9(第10図)D～F-16に位置し、身舎の東西4間、南北2問、桁行8.45m、梁行5.30m

 を測る。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった.主軸方向はN-21。一E。

 SB10(第10図)D-16に位置し、の東西不明、南北2問、桁行不明、梁行5.22mを測る。

 柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-21。一E。

 SB11(第10図)F-16に位置し身舎の東西不明、南北2間、桁行不明、梁行6.55mを測る。

 穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-22。一E。

 SB12(第11図)D-16に位置し、身舎の東西不明、南北2問、桁行不明、梁行6.53mを測る.

 柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-16。一E。

 SB13(第11図)D-16に位置し、身舎の東西不明、南北1問、梁行4.50mを測る。柱穴掘

 方からの遺物の出土はなかった.主軸方向はN-38。一E。

 SB14(第11図)D-16に位置し、身舎の東西不明、南北2問、梁行4.80mを測る。柱穴掘

 方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-200-E。

 SB15(第11図)E-15に位置し身舎の東西4間、南北2問、桁行8.36m、梁行7.20mを測る。

 柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-170-E.

 以下の掘立柱建物跡柱は、調査区の北端F～1-18に位置し、建物の南側部分のみ検出された

 掘立柱建物跡である。これらの建物を構成する柱穴の覆土は全て黒色の粘質土に青灰色の風化

 礫を含んでいる。これらの柱穴が集中して検出された部分の南側F～H-17は、岩石が厚く堆

 積しており、遺構の連続性は見られなかった。北側調査区外の耕作土を除去したところ、これ

 らの柱穴と同じ覆土の土色変化が確認でき、北側に建物が展開すると考えられる。これらの建

 物に使用されている柱根は、径25cmを越える大型のものがほとんどで、立木を伐採した後、

 表皮を剥ぎ取った丸い柱である。側面の加工はあまり認められず、底部が平らに加工されてい

 る。柱穴内には根固石が設置されており、柱を固定していたことがうかがえる。なお、これら

 の柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。またこれらの柱穴が確認された地域は耕作土表面か

 ら確認面までが20cmと浅く、表土を除去した時点で、遺構が確認できず柱根しか確認できな

 いものもあった(38、22)。遺構が確認できなかったため、柱のあった位置を特定することが

 できず、建物を構成する際には除外している。

 SB16(第12図)E-18に位置し、身舎の東西2問、南北不明、梁行5.73mを測る.主軸方向

 はN-2。一E。柱(37)が残存する。

 SB17(第12図)D～F-18に位置し、身舎の東西2問、南北不明、梁行5.44mを測る。SB22



 検出された遺構

 を切る。主軸方向はN-4。一E。

 SB18(第12図)G-18に位置し、身舎の東西2間、南北不明・梁行5・58mを測る・柱穴掘
 方からの遺物の出土はなかった.主軸方向はN-16。一E。
 SB19(第12図)E-18に位置し、身舎の東西2問、南北不明、梁行5・66mを測る・柱穴掘方

 からの遺物の出土はなかった.主軸方向はN-3。一E・柱(43)が残存する・
 SB20(第12図)G-18に位置し、SB22を切る。身舎の東西2間・南北不明・梁行7・46mを

 測る。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-25。一W。
 SB21(第12図)G-18に位置し、身舎の東西3間、南北不明、梁行7.46mを測る。柱穴掘

 方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-10。一E。柱(14、33)が残存する。
 SB22(第12図)F-18に位置し、身舎の東西2間、南北不明、梁行4.90mを測る。柱穴掘方

 からの遺物の出十はなかった。主軸方向はN-2。一E。柱(34、45、49)が残存する。
 SB23(第12図)H-18に位置し、身舎の規模、桁行梁行とも不明。柱穴掘方からの遺物の

 出土はなかった。主軸方向はN-6。一W。

 以下の建物跡は調査区中央部G-12周辺において検出された建物跡である。多くの柱根を含
 む建物跡である。使用されている柱は、径が15cm程度の細い柱が多い。底面の加工は認めら
 れず、伐採した時の刃物の痕跡が残り、V字状の形態を有する。側面の加工もあまり見られず、
 表皮を剥ぎ取ったままの状態のものが多い。

 SB24(第13図)F-!3に位置し、身舎の東西3問、南北2間、桁行8.16m梁行、4.1C)mを
 測る。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-18。一E。
 SB25(第13図)F-12に位置し、身舎の東西2間、南北3問、桁行820m梁行、4.98mを測

 る.柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-18。一E。
 SB26(第13図)身F-11に位置し、舎の東西2間、南北1間、桁行5,04m、梁行4.10mを測

 る。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-2。一E。
 SB27(第13図)F-12～13に位置し、身舎の東西1問、南北3問、桁行6。81m、梁行2、40m

 を測る。からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-5。一E。
 SB28(第14図)F-12～13に位置し、身舎の東西2問、南北3問、桁行9.18m、梁行5。04m

 の建物である。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-20。一E。
 SB30(第14図)D-10～11に位置し、身舎の東西1問、南北3問、桁行6.46m、梁行2.55m

 を測る。柱穴掘方からの遺物の出土はなかった。主軸方向はN-20。一E。
 SB34(第14図)F-10に位置し、身舎の東西3問、南北2間、桁行5.30m、梁行3.98mを測

 る.柱穴掘方からの遺物の出土はなかった.同じ軸のSA41が東側に立地しており、何らかの
 関係があるものと考えられる。主軸方向はN-6。一W。

 2河川跡N～Q-16に位置する.事前の試掘調査では、堀跡と考えられた・しかし・K}
 16付近で大きく蛇行し東へと流路を変える。また、調査区東側の既存の農道の法面、及びさら
 に東側の水田造成工事で掘削された壁面に、この川跡に連続すると思われる断面が観察された。

 検出された遺構

 以上の3点から・河川跡と判断した。川幅は、蛇行する部分で最大16.5m、その他の部分では
 10m、深さは最深部で1mを測る。壁は両岸とも緩やかに立ち上がる.

 調査では、2カ所にトレンチを設定して川底まで掘り下げ、堆積土の状況を記録しながら、

 遺物の有無を探った。その結果、底面で流木を検出するが遺物をほとんど含まないことから、

 川底の地形を確認する精査にとどめた。断面の観察では4、7、9、10層目に腐植土層が堆積

 し、その間に、砂礫層が堆積することから、流れが緩やかな時期に植物が繁茂し、その後の増

 水などにより砂礫が運ばれて堆積したものと考えられる。人為的に埋め戻された痕跡がないこ

 とから、水量が少なくなるにつれて、自然に埋まっていったものと考えられる。

 3土坑SK1024(第13図)M-7に位置し、長軸172cm、短軸153cm、深さ20cmを測る。

 東側が削平を受け、標高が低くなっている.覆土は黒色粘性シルトの一層である。確認面より

 10cmのところでφ20cmを越える岩石に混じり、甕器系陶器の甕(第20図29、RP4)が出土

 している。また、底部直上で木製品の部材(第27図130、129、128、RW5、6、7)が出土

 している。壁は緩やかに立ち上がる。当初井戸跡の掘方と考えたが性格は不明である。

 SK1033(第13図)L-7に位置し、長軸227cm、短軸205cmを測り、確認面からの深さは

 15cmを測る。覆土は黒色粘性シルトの一層で、底面直上より土師器高台付圷の底部(第29図

 99、RP1)須恵器甕体部(第29図102、RP2)が出土している.

 SK1860(第13図)D-11に位置し、長軸160cm、短軸95cmを測り、確認面からの深さは25cm

 を測る。覆土は黒色砂質シルトと黄灰色砂質シルトの2層で、2層目上面より、砥石(第26図

 114、RQ25)が出土している。SK2223を切る。壁は緩やかに立ち上がる.

 SK2223(第13図)D-11に位置し長軸190cm、短軸60cmを測り、確認面からの深さは15cm

 を測る。SK1860に切られる。FIから、鉄津(RM24)が出土している。

 SK2148(第14図)G-13に位置し、長軸220cm、短軸183cmを測り、確認面からの深さは

 20cmを測る。遺構覆土内に縄文土器の破片が多量に混入している。土器の断面を観察すると

 かなり摩滅していること、調査区内に他の縄文時代の遺構が確認されなかったことから、周囲

 に立地する他の縄文時代の遺跡から流れ込んだものと思われる.

 SK611(第14図)B-9に位置し、長軸550cm、短軸332cmを測り、確認面からの深さは24cm

 を測る。SB4に切られる。西側の標高が高く、東側が削平されている。覆土は黒色の粘質土の

 1層である。底面に、自然に堆積したを思われるφ20Cmを越える岩石が多く残っている。底

 面は固くしまった砂質土である。当初井戸の掘方と考えたが、性格は不明である。遺物は出土

 していない。

 SK792(第14図)E-8に位置し、長軸450cm、短軸365cmを測り、確認面からの深さは12cm

 を測る。SK611同様に東側が削平を受けている.壁は緩やかに立ち上がる。擂り鉢(第20図39、

 RP8)、煙管吸口(第25図106、RM9)が出土している。底面にφ20cmを越える岩石が残って

 いる。覆土は、黒色シルトの一層で小粒の礫を含む自然堆積と考えられる。性格は不明である。











  SG240

  110yr3/1 黒褐色 シル トに、 風化礫を多量に含む。
  310yr4/1 褐灰色 シルト
  410yr3/3 暗褐色粘質シル ト、 未分解の有機物を多量に含む。 (植物遺体層)
  510ry4/2 灰黄褐 色礫層
  67.5yr5/1 灰色細砂
  710yr2/1 黒色粘質シルトに、 未分解の有機物を多量に含む。 (植物遺体層)
  810yr2/1 黒色糖質シルトに、 風化礫を微量に含む。
  92.5yr4/4 黄灰色砂質 シル トに、 未分解の有機物を微量に含む。
  1010yr3/1 黒褐色粘質シルトに、 未分解の有機物を微量に含む。

  SK1861・SX2224・SK2223

  12.5yr3/! 黒色砂質シルトに、 小粒の礫を大量に含む。

  22.5yr3/1 黒褐色粗砂に、 酸化鉄をブロック状に多量に含む。

  32.5yr4/1 黄灰色砂質シルトに、 2.5yr3/1黒褐色砂質シルトを層
  状に厚く含む。

  42.5yr3/1 黒褐色砂質シルトに、 礫を含む。

  52.5yr4/1 黄灰色砂質シル トに、 酸化鉄をブロック状に多量に含む。
  粗砂を少量含む。

    SK1860SK1861・SX2224・SK2223

    12.5yr2/1 黒色砂質 シルトに、 礫を含む。12.5yr3/1 黒色砂質シルトに、 小粒の礫を大量に含む。

    22.5yr4/1 黄灰色砂質シルトに、 2.5yr2/1黒色シル トをブロヅク22.5yr3/1 黒褐色粗砂ぼ、 酸化鉄をブロック状に多量に含む。
    状をまだら状に多量に含む。32.5yr4/1 黄灰色砂質シルトに、 2.5yr3/1黒褐色砂質シルトを層

    状に厚く含む。

    SK1861・SX2224・SK222342.5yr3/1 黒褐色砂質シルトに、 礫を含む。
    12.5yr3/1 黒色砂質シルトに、 礫を含む。52.5yr4/1 黄灰色砂質シルトに、 酸化鉄をブロック状に多量に含む。
    22.5yr3/1 黒色砂質シルトに、 2.5yr2/1黒色砂質シルトを小粒状粗砂 を少量含む。

    に少量含む。 小粒の礫を含む。

    32.5yr3/1 黒色砂質シルトに、 2.5yr4/1黄灰色砂質シルトをブ

    ロック状に少量含む、

    42.5yr2/1 黒色砂質 シル ト



 V 出土した遺物

 1 陶器 (第18～21図、 図版9～13、 表1・2)

 陶器は小碗、 皿、 鉢、 蓋、 圷洗、 土瓶、 壷、 甕、 擂鉢、 盤が出土している。 唐津焼、 相馬焼、

 珠洲焼、 在地系陶器が出土した陶器の大部分を占めている。 小碗 (2) は全く同形のものがも

 う一つ出土しており、 高台には 「相馬」 銘が刻印されている。 皿 (8) は底部を除いた全体に

 緑紬が施されており、 内側に漆が付着していることから漆皿として使用されたものである。 鉢

 (11) は八角皿で瀬戸系御深井焼と酷似しているが、 実際には18世紀中ごろに作成された瀬戸

 焼である。 蓋 (12) は外側に褐粕が塗られたあとに白紬で草花文が描かれ、 内側に灰釉が塗ら

 れている。 圷洗 (13) は全体に白粕がかけられたあとに内側に呉須で草花文が描かれている。

 壺 (17～21) は唐津焼で一般に叩き壺とよばれるものである。 内側にはアテ痕が明確に残って

 おり、 19・20からはタタキ痕も確認できた。 甕は中世陶器 (22～26・29) と近世・近代陶器

 (27・28・30) に分けられる。 前者は12世紀中ごろから13世紀に作成された珠洲焼 (22～26)

 と甕器系陶器 (29) で構成される。 珠洲焼には特徴である条線状タタキ痕と青海波アテ痕が観

 察でき、 甕器系陶器は胎土が灰茶色で小石が多く含まれている。 後者は在地系陶器 (27・28)

 と唐津焼 (30) で構成され、 27・28にはそれぞれ亀甲文 (27) と雷文 (28) が型押しされて

 いる。 45～48は13世紀から14世紀にかけて中国慈難窯で作成された緑粕三彩盤である。

 2 磁器 (第21～24図、 図版13～16、 表2・3)

 磁器は圷、 碗、 皿、 蓋、 盤などが出土している。 産地は肥前系、 在地系で、 時代は近世・近

 代の磁器が大部分を占めている。 また中国製磁器は小碗 (62・63)、 小皿 (79)、 盤 (91・92)

 が出土しており、 そのほとんどは13世紀から14世紀に作成されたものである。 圷 (49) は外

 面に 「巾」 r為」 「由」 などの草書体らしき文字が書かれているのを確認することができる。 碗

 は出土した磁器の中では最も多く、 さまざまな種類の碗が出土している。 染付碗では、 波佐見

 焼の 「く らわんか手」 茶碗 (56・57・58) や広東型の中碗 (68・69) が出土している。 56・

 57は両方とも砂底で外面に二重網目文が描かれているが、 碗自体や二重網目文の大きさが異

 なっており別個の茶碗である。 67は見込みに 「寿」 銘とハリ痕4個あり、 焼成不足のため全体

 に赤みがかっている。 青磁碗は近代の有田焼 (59・60・61) と13世紀から14世紀の中国龍泉

 窯青磁 (62・63) が出土している。 59、 60、 63には外面にいくつもの線刻が施されている。

 また14世紀中ごろから後半に作成された瀬戸焼の天目碗 (64) が出土している。 皿は近世・近

 代の肥前系や在地系のものが大部分を占める。 71は全体に灰釉がかけられており断面に焼接ぎ

 痕が残り、 底部近くにも焼接ぎの際の溶けた金属が付着している。 72は染付皿で縁辺に耕子文

 が描かれ、 見込みが蛇の目紬ハギされている。 74は中国製磁器で見込みが蛇の目粕ハギされて

 いるが、 砂が多く付着しており粗製の皿と考えられる。 盤 (91・92) は14世紀に中国製の折

 り縁大盤の口縁部が出土している。 そのほかには蓋 (87・88)、 絵の具皿 (89)、 花生 (90)

 が出土している。



  3土製品 (第24図、 図版16、 表3)

  羽口 (93)、 コンロの体部 (94・95・96) が出土している。 94は風口の一部が残存する。

  4縄文土器、 土師器、 須恵器 (第25図、 図版17、 表5・6)

  遺構から出土したものはSK2148の縄文土器を除いてほとんどなく、 多くは包含層からの出

  土である。 縄文土器は甕底部 (97) と台付甕底部 (98) が出土している。 しかし表面が摩耗し

  ており、 時期は不明である。 土師器は高台付鉢 (99) が出土している。 須恵器は圷 (100)、 蓋

  (101)、 甕 (102・103・104) が出土している。

  5金属製品、 銭貨 (第25・28図、 図版16・17、 表5・6)

  煙管吸口 (105)、 鉄津 (106) が出土している。 107は根元が角張っており、 その部分に木

  製の柄をはめて使用した工作道具と考えられる。

  銭貨は全部で50点出土し、 中に粗製の私鋳銭も含まれている。 これらのうち状態のよいもの

  は43点あり、 その種類と枚数は次のとおりである。 唐銭は開元通宝1点のみ出土している。 北

  宋銭は祥符通宝2、 天禧通宝4、 皇宋通宝2、 治平通宝1、 嘉祐通宝2、 熈寧通宝5、 元豊通

  宝1、 元祐通宝5、 紹聖通宝2、 聖宋通宝2、 政和通宝5の35点と出土銭の大部分を占める。

  明銭は洪武通宝1、 永楽通宝5の6点である。 また無文銭が1点出土している。 第28図42の洪

  武通宝は背に 「漸」 の字がある背文字銭である。

  6石器、 石製品 (第25・26図、 図版17・18、 表5)

  石器は打製石器 (108・109) と磨製石器 (110・111) が出土している。

  石製品は砥石 (112～115)、 窪み石 (116～119)、 とりべ (120・121)、 石鉢 (122)、 礎石

  (123) が出土している。 窪み石は大きさが50mmから100mmを越えるものまで多岐にわたる。

  とりべは内側を中心に酸化銅が付着している。 礎石は第31図32の柱根の下に敷かれていたもの

  で、柱根底部の炭化加工痕が残存している。

  7木製品 (第27図、 図版19、 表5)

  127は直径114mmの円形の板で小樽の底部と思われる。 128・129・130はいずれもSK1024

  から出土しているが、 すべて炭化しており状態は極めて悪く用途は不明である。 しかし130に

  ほぞ穴らしきものがあることか ら部材である と思われる。 131 は石臼の柄でSB 11の柱穴。か ら

  出土している。

  8柱根 (第29～34図、 図版20～22、 表8)

  柱根は全部で100本出土しているが、 図版の掲載は比較的状態のよい49本にとどめた。 柱の

  直径は12～30cmと多岐におよび、 そのほとんどは北西部の掘立柱住居群 (SB8～SB15) に集

  中している。 特徴的には表皮と枝をはずしたのみの柱が大部分を占めてお り、 さらに底部がV

  字もしくは丸い柱と平らな柱とに分類することができた。 ほかに角柱 (16・17) や全体を錨で

  加工された丸柱 (13・27・42) が出土している。 また多くの柱根に腐食を防止するため底部

  を焼かれているものがあり、 その傾向は直径の大きい底部が平らな柱に多く見られた。 また運

  搬のため溝があるもの (25) や底部に目途穴のあるもの (11・27) などの加工された柱根が

  あった。



















             表1 出土陶磁器・土製品観察表 (1)

             計 測 値(mm)胎土色釉薬 装飾印銘染付 文様 その他製作地製作年代出土地点             挿図番号遺物番・万器種形状特徴口径底径器高器厚
             1陶器小碗5白茶透明紬外ロクロ痕肥前系唐津16世紀西側包含層
             2陶器小碗326.5灰緑紬外型押し高台裏 「相馬」 銘相馬18～19世紀西側包含層
             3陶器小皿(28)8褐内 灰釉肥前系唐津西側包含層16世紀
             4陶器小皿(38)6灰内 灰釉外 灰釉かけ外ロクロ痕16世紀肥前系唐津G-8G
             5陶器小皿丸型(112)(41)28.57灰内 灰釉外 灰釉かけ外ロクロ痕削り出し高台肥前系唐津16世紀末RP21
             6陶器小皿386褐内 灰釉外 灰釉かけ見込 み胎土目焼接 ぎ痕肥前系唐津16世紀G-15G
             7陶器小皿6赤褐内 灰釉外 灰釉かけ外ロクロ痕肥前系唐津16世紀F- 7G
             8陶器小皿丸型(118)(56)254.5灰緑粕内面に漆が付着肥前系唐津17世紀初西側包含層

             第18図9陶器皿?7灰内 灰釉外 灰釉かけ外ロクロ痕製作地不明14世紀後西側包含層
             10陶器夫皿丸型(272)104736灰茶内 灰釉外 透明粕色絵 内草花文見込み重ね焼痕不明西側包含層
             11陶器不明(60)5白茶緑紬瀬戸17世紀初D- 20G
             12陶器鉢角型224112547白茶灰釉見込み重ね焼痕瀬戸18世紀中D-20G
             13陶器圷洗端反型(180)(73)786.5褐白粕染付 内草花文見込みハリ痕4個 か?肥前系唐津16～17世紀西側包含層
             14陶器蓋丸型15542.55灰茶内 灰釉外 褐粕外型押 し上に白紬で松葉文相馬時期不明西側包含層
             15陶器土瓶(85)3灰灰釉相馬18世紀末D-20G
             16陶器土瓶(112)5白茶灰釉表面に煤付着不明西側包含層
             17陶器壺丸型(106)9赤褐鉄紬内アテ痕外ロクロ痕肥前系唐津17世紀初西側包含層
             18陶器壷丸型(138)5.5赤褐体部 灰釉口縁 鉄粕内外ロク ロ痕口縁部で一部紬切れ肥前系唐津17世紀初西側包含層
             19陶器壺8赤褐鉄紬内ロクロ痕→アテ痕外胎土が付着肥前系唐津時期不明西側包含層
             20陶器壺9赤褐内アテ痕 外タタキ痕焼接 ぎ痕肥前系唐津17世紀初西側包含層
             21陶器壺9赤褐内アテ痕外タタ キ痕肥前系唐津17世紀初G-8G

             第19図22陶器甕丸型(210)12灰外一部自然紬内アテ痕外タタキ痕珠洲12世紀中RP11
             23陶器甕9灰内アテ痕外タタキ痕珠洲13世紀西側包含層
             24陶器甕12灰外一部自然紬内アテ痕 外タタキ痕22と同一個体か?珠洲12世紀中RP11
             25陶器甕(130)15灰内ロクロ痕、 上部にアテ痕外ロクロ痕珠洲12世紀中～後西側包含層
             26陶器甕15灰内アテ痕外タタキ痕珠洲13世紀RP15
             27陶器甕9赤褐外亀甲文型押し在地系時期不明西側包含層
             28陶器甕11赤褐外雷文型押し在地系時期不明F- 19G
             29陶器甕(96)13.5灰茶内アテ痕 外ロクロ痕紐作り痕盗器系13世紀RP4
             30陶器甕丸型(300)7灰鉄紬外目クロ痕肥前系唐津16～17世紀西側包含層

             第20図31陶器擂鉢(212)8赤褐褐紬櫛目在地系時期不明西側包含層
             32陶器擂鉢5.5赤褐目縁 鉄紬粗い櫛目在地系時期不明西側包含層
             33陶器擂鉢(258)7白茶自然紬櫛目在地系時期不明西側包含層
             34陶器擂鉢7灰白褐粕(口縁 灰釉)内外ロク ロ痕相馬江戸後期G-20G

             表2 出土陶磁器・土製品観察表 (2)

             計 測 値(mm)

             挿図番号遺物番号器種形状特徴口径底径器高器厚胎土色釉薬 装飾印銘染付 文様 その他製作地製作年代出土地点
             35陶器擂鉢7.5赤褐褐紬櫛目相馬江戸後期西側包含層
             36陶器擂鉢9灰茶褐紬櫛目不明西側包含層
             37陶器擂鉢13灰茶櫛目8条1単位内外ロクロ痕越前13世紀RP23
             38陶器擂鉢8褐透明紬櫛目外ロクロ痕相馬江戸後期G-20G
             39陶器擂鉢7.5白茶内外ロクロ痕 櫛目焼接 ぎ痕在地系時期不明RP8ト

             第20図40陶器擂鉢丸型(140)10赤褐灰釉櫛目相馬江戸後期西側包含層
             41陶器擂鉢(122)9灰鉄粕櫛目在地系時期不明西側包含層
             42陶器擂鉢(22)12.5灰櫛目10条1単位珠洲13世紀西側包含層
             43陶器擂鉢(1 16)17赤褐外鉄紬かけ櫛目外目クロ痕在地系時期不明E- 16G
             44陶器擂鉢10赤褐粗い櫛目在地系時期不明西側包含層
             45陶器盤5.5灰瑠璃粕紬は緑色を呈すが、 一部銅色の斑点あり 緑紬三彩盤中国慈難窯13～14世紀東側包含層
             46陶器盤5灰瑠璃粕粕は緑色を呈すが、 一部銅色の斑点あり 緑紬三彩盤中国慈難窯13～14世紀東側包含層
             47陶器盤5灰瑠璃粕紬は緑色を呈すが、 一部銅色の斑点あり 緑粕三彩盤中国慈難窯13～14世紀J- 15G
             48陶器盤5灰瑠璃粕紬 は赤色 を呈す緑粕三彩盤中国慈難窯13～14世紀」一 15G
             49磁器圷角型(22)4白透明紬染付 外草書体文章高台裏銘あり肥前系唐津17～18世紀西側包含層
             50磁器圷丸型(66)(32)454灰白青白粕染付外月 に萩?文肥前時期不明D-20G

             第21図51磁器小碗丸型(86)(3 6)504白透明紬染付外区割り松竹梅文肥前V期1780～1810西側包含層
             52磁器小碗404白透明紬染付刷紙絵付 外菊花文砂底肥前近代西側包含層
             53磁器小碗丸型(82)36474白透明粕染付 口紅蛇の目凹型高台肥前近代西側包含層
             54磁器小碗404.5灰白透明粕色絵刷紙絵付外奴絵在地系近代E- 16G
             55磁器小碗丸型10834573灰白透明粕染付刷紙絵付 見込松竹梅印判縁辺ろうらく文 外丸窓菊花文在地系近代西側包含層
             56磁器小碗丸型(92)(3 8)476灰白青白粕染付 外二重網目文 砂底く らわんか碗肥前系波佐見1750～ 1770西側包含層
             57磁器小碗丸型(106)46548灰白青白粕染付 外二重網目文 砂底く らわんか碗肥前系波佐見1750～ 1770西側包含層
             58磁器小碗丸型(94)42534灰白青白紬染付 外草花文 高台裏銘ありくらわんか碗肥前系波佐見1820～1860西側包含層
             59磁器小碗5白緑紬青磁肥前系有田近代西側包含層
             60磁器小碗5白緑紬青磁外線彫り肥前系有田近代西側包含層
             61磁器小碗(6 8)4白緑粕青磁外線彫り肥前系有田近代西側包含層
             62磁器小碗6灰緑粕青磁中国13世紀代西側包含層

             第22図63磁器小碗5灰緑紬青磁外線彫り?中国龍泉窯14世紀西側包含層
             64磁器小碗5灰白鉄紬天目瀬戸14世紀中～後西側包含層
             65磁器小碗丸型(!18)3白透明紬染付刷紙絵付外牡丹絵肥前近代西側包含層
             66磁器中碗端反型(110)4白透明紬染付外草花文肥前近代D-20G
             67磁器中碗丸型(112)40574灰茶透明粕染付 京焼風 外文不明「寿」 字銘 ハリ痕4個瀬戸近代F- 20G
             68磁器中碗広東型(124)(68)614白青白粕染付 外角割寿福文印あり肥前系18世紀西側包含層



             表3 出土陶磁器・土製品観察表 (3)

             挿図番号遺物番号器種計 測 値(mm)胎土色釉薬 装飾印銘染付 文様 その他製作地製作年代出土地点             形状特徴口径底径器高器厚
             69磁器中碗広東型(116)(64)673白青白粕染付 外松竹梅文印あり肥前系18世紀D-20G
             70磁器中碗丸型(108)37576白透明粕染付印あり肥前19世紀西側包含層

             第22図71磁器小皿丸型(60)4灰白灰釉焼接 ぎ痕肥前16～17世紀D-2σG
             72磁器小皿丸型(90)42243白茶青白紬染付 見込み格子文蛇の目紬ハギ 縁辺格子文肥前V期1850～1860D-20G
             73磁器小皿丸型(94)(46)285灰白青白紬染付 五弁花コンニャク印判 砂底縁辺梅文つなぎ 縁辺唐草つなぎ肥前V期1690～1780D-20G
             74磁器小皿丸型(94)(44)225白青白紬染付 見込みハリ痕3個?内唐草型押し→蛇の目状の染付瀬戸?18～19世紀E- 16G
             75磁器小皿丸型(109)(56)254白青白紬染付刷紙絵付 見込みハリ痕4個?砂底 内角割浪花文在地系近代D-20G
             76磁器小皿丸型(118)(62)233白透明粕色絵刷紙絵付 口紅見こみ草花文 縁辺丸窓草花文在地系近代D-20G
             77磁器小皿丸型(IO6)50274灰透明粕染付刷紙絵付 見込み紅葉文縁辺角割竹文在地系近代西側包含層
             78磁器小皿丸型(112)66244白透明紬染付刷紙絵付 砂底蛇の目傘・燕・柳文在地系近代西側包含層

             第23図79磁器小皿43.55灰白緑粕染付 蛇の目紬剥ぎ 削りだし高台見込みに砂付着 外ロクロ痕中国16世紀末P- 19G
             80磁器中皿丸型(132)74384灰白青白粕染付 五弁花コンニャク印判 銘あり縁辺松竹梅文 裏文様唐草つなぎ肥前 IV期1700 ～1740西側包含層
             81磁器中皿735白青白紬染付 蛇の目凹型高台見込み笹文 縁辺裏文様不明肥前近代西側包含層
             82磁器中皿808白青白紬染付 蛇の目凹型高台 底砂見込み重ね焼痕 内巻物・渦文在地系不明西側包含層
             83磁器中皿輪花型(108)(68)343白透明紬染付刷紙絵付 蛇の目凹型高台見込 み松竹梅印 縁辺丸窓菊花文に青海波肥前近代西側包含層
             84磁器中皿丸型(132)(76)363灰白青白紬染付 蛇の目凹型高台見込み遠山帆掛け船文 縁辺松竹梅文肥前近代西側包含層
             85磁器中皿丸型(142)86202白透明紬色絵刷紙絵付上 に着色見込み鶴文 縁辺丸窓梅菊花文在地系近代E- 16G
             86磁器中皿丸型(120)70325白透明紬染付刷紙絵付 蛇の目凹型高台 見込み松竹梅印縁辺角割草花文 裏文様宝文在地系近代西側包含層
             87磁器蓋丸型(156)3560白青白紬染付 外鳥文肥前近代西側包含層
             88磁器蓋丸型(126)445白青白紬染付 外桐・桔梗文肥前近代西側包含層
             89磁器絵の具皿119白青白粕3つの皿で構成製作地不明近代西側包含層

             第24図90磁器花生836.5灰透明紬染付 底砂外文不明不明西側包含層
             91磁器盤7灰緑粕青磁折り縁大盤中国14世紀西側包含層
             92磁器盤4灰緑粕青磁折り縁大盤中国14世紀E- 16G
             93土器羽口9白茶在地系時期不明西側包含層
             94土器コ ンロ12赤褐風口の一部残存在地系時期不明西側包含層
             95土器コンロ11褐内線状の型押し在地系時期不明西側包含層
             96土器コンロ12赤褐内ロク ロ痕外口縁ロクロ痕、 体部タタキ目在地系時期不明西側包含層

                       表4 出土土器観察表

                       計 測 値(mm)技法備考出土地点                       遺物番号種別器種口径底径器高器厚胎土色底部形成外面内面
                       97縄文土器鉢705褐西側包含層                                             99土師器高台付鉢52175白茶高台部分のみ残存RP1
                       100須恵器圷684灰回転糸切りロク ロ痕ロク ロ痕J- 15G
                       101須恵器蓋(38)8.5灰G-11G
                       102須恵器甕8灰タタキ痕アテ痕RP2
                       103須恵器甕11灰タタキ痕アテ痕C- 14G
                       104須恵器甕18灰タタキ痕アテ痕東側包含層

                       表5 出土金属製品・石製品・木製品観察表

                       計 測 値(mm)計 測 値(mm)

                       挿図番号也退物番・巧種別長さ幅厚さ出土地点挿図番号遺物番号種別長さ幅厚さ出土地点
                       105煙管吸口758E- 14G119窪み石長さ140幅115高さ46F- 15G
                       106鉄津測定不能SK1860 -F120とりべ長さ84幅79.5高さ(45)1- 15G
                       107不明(103)7RM10第26図121とりべ長さ88幅84高さ52RQ 18

                       第25図108打製石器1288628D-17G122石鉢口径(236)器高165器厚26西側包含層
                       109打製石器1046915D-!7G123礎石長さ285幅251高さ49RQ14
                       110磨製石器(100)4826西側包含層124漆器椀口径116底径(54)器高55西側包含層
                       111磨製石器1275229西側包含層125漆器蓋?口径(1 04)厚さ4西側包含層
                       l12砥石1094629G-10G126櫛長さ(80)幅25厚さ12RW29
                       113砥石1083334G-10G127小桶底部直径114厚さ6J-15G
                       114砥石865123RQ25第27図128部材?長さ(219)幅(58)厚さ7.5RW7

                       第26図115砥石1166330G-10G129部材?長さ(235)幅(70)RW6
                       長さ幅高さ部材?長さ(520)幅(170)厚さ7RW5                       116窪み石513835F-10G130

                       長さ幅高さ131石臼の柄長さ(390)最大径33最小径18RW26                       117窪み石(91)(79)28F-10G
                       長さ幅高さ

                       118窪み石13411257.5G-11G

                       表6 出土銭貨観察表 (1)

                       挿図番号遺物番号銭貨名書体国名初鋳年径厚さ出土地点挿図番号遺物番号銭貨名書体国名初鋳年径厚さ出土地点
                       1開元通宝唐6212441.117熈寧元宝篆書北宋106823.21.5
                       2祥符通宝北宋100924.51.218元豊通宝行書北宋107823.71.1
                       3祥符通宝北宋100925.11.319元祐通宝筆書北宋10862411.3
                       4天禧通宝北宋101725.11.120元祐通宝篆書北宋10862431.2
                       5天禧通宝北宋101723.91.221元祐通宝篆書北宋108624.61.2
                       6皇宗通宝真書北宋103824.41.222元祐通宝篆書北宋108623.71.1
                       7皇宗通宝真書北宋10382431.323紹聖元宝行書北宋109423.21.2
                       8皇宋通宝真書北宋103824.31.224紹聖元宝篆書北宋109424.71.3                       第28図9皇宋通宝篆書北宋103824.11.1RM16第28図25聖宋元宝篆書北宋110124.71.1RM16
                       10皇宗通宝篆書北宋103824.71.726聖宋元宝篆書北宋110123.91.3
                       11嘉祐通宝筆書北宋105623.O1.127政和通宝篆書北宋11112440.8
                       12嘉祐通宝篆書北宋105623.71.028政和通宝篆書北宋111124∠し1.0
                       13熈寧元宝真書北宋106823.41.329政和通宝篆書北宋11111.0
                       14熈寧元宝真書北宋10682411.230政和通宝分楷北宋111123.91.2
                       15熈寧元宝真書北宋10682471.231政和通宝分楷北宋111124.21.3
                       16熈寧元宝真書北宋106824.91.132永楽通宝明14082451.3



                    表7 出土銭貨観察表 (2)

                    挿図番号遺物番号銭貨名書体国名初鋳年径厚さ出土地点挿図番号遺物番号銭貨名書体国名初鋳年径厚さ出土地点
                    33永楽通宝明140824.61.439天祐通宝篆書北宋                    34永楽通宝108623.71.5RM17
                    35永楽通宝明140825.014RM1640皇宋通宝真書北宋103824.71.3                    第28図36無文明140824.70.9第28図41治平元宝真書北宋106423.41.2RM19
                    37天徳通宝不明22.01.142洪武通宝明136824.21.2

                   北宋101722.21.3RM1743永楽通宝明140824.91.9西側包含層

                    38  天禧通宝表8 出土柱根観察表北宋10172481.0
                    挿図番号甑出土地点計 測 値(cm)                     最大径最小径長さ側面加工底部加工備考

                    1SBI b1241一部V字
                    2SB27 a1238無しV字
                    3EP5581541無しV字
                    4EP186!345無しV字
                    5EPl2731341一部V字                    第29図6EP21181541一部丸
                    7EP1542151061一部V字
                    8SB24 c1455無しV字
                    9SB4 01756無しV字
                    10EP1452068一部V字底部に炭化加エ
                    11SB8 a1860一部V字目途穴付き。 底部に小石が付着
                    12SB9 k2362無しV字
                    13EP10001453全面平
                    14SB21 e1455無し平
                    15SB27 f141043一部平底部に炭化加工。 中心に人工的な丸い穴あり                    第30図16SBl f1531全面平角柱。 底部に小石付着。 心去り材。
                    17SB2 c1428全面平角柱。
                    18SB9 c2366無しV字
                    19SB9 e1967一部V字
                    20EP1822058無しV字
                    21EP1811640無し平
                    22EP151181640無し平
                    23EP21791554一部平
                    24EPll711837無し平                    第31図25EP6101359一部丸側面に紐掛 け溝あり
                    26EP15661745無し平
                    27SB4 e1775全面平目途穴付き. 心去り材
                    28EP1991949無し平底部に炭化加工.
                    29EP21512039無し平底部に炭化加工。
                    30SBl5 c2142無し平
                    31EP16532047無し平底部に炭化加工.
                    32EP6282234無し平

                    第32図33SB21 a2130無し平底部に炭化加工.
                    34SB20 b2130無し平底部に炭化加工。
                    35EPl761859無し平中心に穴あ り.
                    36SB15 h2055一部平底部に炭化加工.
                    37SB16 b2238一部平
                    38EP1501746無し平底部に炭化加工.
                    39SB9 12230無し平

                    第33図40SB10 12229無し平
                    41SB15 k211742無し平底部に炭化加工.
                    42SB14 c2463全面平
                    43SB19 a222045無し平底部 に炭化加工.
                    44EP1522758一部平底部に炭化加工.
                    45SB22 b2737無し平底部に炭化加工.

                    第34図46SB15 a2188無し平底部に炭化加工.
                    47EP9402529一部平底部に炭化加工.
                    48SB13 a2655無し平底部に炭化加工。 底部に小石付着。
                    49SB22 a3050一部平底部に炭化加工。 中心が腐食で空洞化。

                    

 VIまとめ

 調査では、 中世の掘立柱建物跡と考えられる多数の建物跡と2,000基を越える柱穴、 土坑、

 河川跡などが検出された。 遺物は、 現況の水田の畦畔直下を中心に、 油脂箱で10箱ほどで、 縄

 文土器から近世の陶磁器まで幅広い年代の遺物が出土している。 また、 建物に使用されていた

 柱根も数多く出土している。 以下に遺構、 遺物について記述する。

 遺 構 今回の調査では約2,000基の柱穴が検出された。 しかし、 当時の人々の住まいであ

 る掘立柱建物跡を構成することは非常に困難であった。 現地調査段階では、 10数棟に構成され

 た掘立柱建物跡を確認したが、 調査後に検討を加えると、 かなりの確率で見直しを迫られるも

 のがあった。 また、 建物として組み合わすことができなかった柱穴についても問題があり、 根

 城の調査を実施した八戸市博物館の佐々木氏に建物の構成について指導・助言を賜り、 まとめ

 に調査担当として現段階の結論を延べ、 掘立柱建物跡の図上復元する作業に取り組み、 その試

 案を次頁に示した。 なお、 その作業手順の基本的な考え方は、 下記の通りである。

現地調査段階

 ・柱穴を半戴する前に、 アタリの位置を確認する。 確認面で確認できない場合は柱穴内の覆

 土を少しずつ下げて、 徹底的に探していく。

 ・できる限り現場で建てたい。 建物を建てたときに、 柱があるかないかで間取りが違ってし

 まう。 ないのか、 あったかもしれないのか、 見つけられなかったのかの判断をする。

 ・柱穴が完掘したら、 アタリ部分を確認。 (土色変化、 光り具合、 手触り等で)

調査終了後

 ・百分の一の遺構配置図に残存する柱やアタリをプロットし、 図上で建物を建てる。 (図上に

 は上場の線と、 アタリの線を入れる。)

 ・何人かで建てる場合、 お互いが建てたものを突きあわせて同じものはそのまま決定する。

 残った柱穴を利用して、 また同じ作業を繰り返す。 そして、 また検討する。 の繰り返し。

 ・ 建物が建っ た ら、 新旧関係を検討 し、 遺物な どか ら考えられる時期 に合わせて、 掘立柱建物跡を配置する。

 遺 物 今回の調査で出土した遺物は、 破片ではあるが、 明代の龍泉窯の陶器や慈 窯の三

 彩緑紬盤など地方領主が権勢をふるっていた当時を伺わせる遺物も数点出土している。 時代的

 には、 縄文時代から近世までと非常に幅広い。 調査区周辺には、 縄文時代の遺跡が数多く立地

 している。 現に調査区南側の高台にある畑からも縄文土器が出土していることか ら、 これらの

 縄文時代の遺物は、 付近の遺跡から流れ込んだものと考えられる。 また、 出土状況を見ると、

 現況の水田の畦畔の下からの出土が大部分を占め、 ほ場を整備していく過程で撹乱された可能

 性が強い。 その反面、 遺構内からの出土が少なく、 個別の遺構の年代を特定することが難しい。

 出土した柱根は、 100本を数える。 紙面の関係で全て掲載することはできなかったが、 形態

 から大別して代表的なものを掲載した。 現在の住宅に使用されるような加工を施された角柱か

 ら、 伐採したときの状況を色濃く残す丸い柱まで、 建物の性質や用途などによって加工の仕方

 や太さなど相違があり、 今後の比較資料となる。





                     表9 出土柱根観察表 (1)

                     掘り方柱痕掘り方柱痕掘り方柱痕

                     住居恥.大きさ深さ大きさ深さ挿図番号住 居 Nb.大きさ深さ大きさ深さ挿図番号住居恥.大きさ深さ大きさ深さ
                     a50×312215× 1322u102 × 622128×2627C一2214× 1410

                     b55 ×4740!3 × 1126V103×6927一一d一 × 1002219× 1616

                     C54× 332415 × 1430a47×4412一一第10図SB11e一『一一
                     d71× 一16一一b45×35一一一f113 × 一35一一

                     e50×3723一一C72 × 442322 × 2230a150 × 1021419× 1919

                     f72×562720 × 2027d53×4216一一b64× 583424×2038

                     SB1981x5920一一e52x4823一一C80×7432一一
                     i87×4421一一9一×6017一一e79×4622一一

                     j93 × 5521一一h65×5222一一f80×463214× 14一

                     k90×5227一一i68×521317 × 1732a一×952922×2028

                     163×4834一一」68 × 68一29 ×2832SB13b70×4911一一
                     a80×6613一一a57 × 3524一一C81×一㎝㎜一

                     b70×6514一一第9図b63 × 3413一『a95 × 493019× 1713                     C81 ×622414× 1416SA6C50×3918一』SB14b99×894726 × 2247
                     d79×432216× 1422d68× 6421一一C92×704826×21一

                     e74x491420x1622a69x5640一一第11図a!08 × 8242一一
                     f73 × 5025一一b69 × 662317× 16一b54× 474426×20』

                     SB29120×8254一一C59× 502716× 1630C68 ×482522× 1619
                     h75×6126一一d92×7227一一d120 × 882726×2227

                     i85× 6431一一SB7e59× 一6』一e32 ×2325一一
                     」56 × 481716× 1429f97 × 6415一一f一 ×1132312 × 12一

                     k74× 522919× 1730958×5016←一SB15952×472916× 16一
                     167×4028一』h70 ×662116× 1626h100 × 682325 × 2223

                     a122 × 1019一一i48 ×362115× 1425i54 × 382414× !4一

                     b136 × 1167一一a一 ×62920 × 1612」50 × 49916× 16一

                     C114×922020×188b54×461014× 1210k115× 862920× 1915

                     d80× 7412一心SB8C一 ×5611一一1114× 842222 × 1720                     SB3e76 × 723020 × 2032d一 ×43一一一a一 ×823一一
                     f70× 5910一一e60× 一2222 × 14一SB16b80×804922×2023
                     9102 X 一25一一a88 × 8840一一C一 X5538一一

                     h110×9610一一b一×9823一一a90 × 902726 × 2012

                     a46 ×461016 × 1213C136 ×923328×20一SB17b92×781732 × 3018
                     b78×622019 × 1928d136×8526一一C82×6624一一

                     SA29C47 × 341321 × 1821e122 × 843725 × 20一a130×1113532 × 3040
                     d80×5234一一SB9f85 × 6839』一SB18b68 × 502826× 1728
                     a96×9437一一998× 一1918× 1810C59 × 501420× 1416

                     b125 × 784523×2048h110×9726一一a96×762620× 2026

                     C117×654230 × 2542i104 × 933624 × 1928SB19b116× 一11一一
                     d98×7248一一」95× 732616 × 1623C210× 99522× 20←

                     e89×806421 ×2069第10図k134× 943532×32}a72×7048一一
                     f96×7039一一a106 × 942222 × 2022第12図SB20b62×5232一一
                     993× 6429一一b一一16× 16一C50×45723× 2017

                     h95 × 6229一一C72 × 4616一一a89× 891726 × 2014

                     第8図i68×4037一一d34×2922一一b100 × 9018一一
                     j82×702220×!724e67 × 521416× 14一C82 × 8215一一

                     SB4k70× 5632一一f52× 3222一一SB21d43 × 3329一一
                     }80×572521 × 1927SB10950×282112× 10一e82 × 605022× 1870
                     m78 × 5527一一h82 × 6816一一f77×522215× 1512

                     n88×502321 × 1927i130×110一19× 17一a84× 8438一一

                     076×683620 ×20一j96 × 6214一一SB22b96×883529 ×2333
                     P96x7629一一k49 x4016一一C←17一一

                     q73×6536一一154 × 393315×15『a60 ×48816× 1423

                     r86×6927一一m一 ×501820× 1418SB23b75× 591022 × 2210
                     S73× 6422一『a一15一一C65× 一11一一

                     t75×6226一一b74×612016× 1412



                     表10 出土柱根観察表 (2)

                     掘り方柱痕掘り方柱痕掘り方柱痕

                     挿図番号住居酌.大きさ深さ大きさ深さ挿図番号住居Nα大きさ深さ大きさ深さ挿図番号住居恥.大きさ深さ大きさ深さ
                     a76× 6335一一a33×2733一一a57× 一13一一
                     b81 ×4830一一b33×3024一一b118×8117一一

                     C113×693020× 1850第14図SA41C42 × 3517一一SB42C58×4517}一
                     SB24d86 × 684521 ×2145d38×3015一一d50×4221一一

                     e66 × 6232一一a45 ×399一一e68×633020 × 1632
                     f56×3627一一b42×336一一a38×3021一一
                     990 × 6217一一C一 ×25←一一b43 × 40一一一                     a73×702618× 1624d30 ×299一一SB43C47 × 4014一←
                     b74×611625 × 2216SB31e71 ×4015一一d48 ×4621一『
                     C132 × 823035× 3245f29 × 1916←一a47 ×4312一一
                     d83×6522一一924 × 2221一一b34× 2416一一
                     e63 ×5313一一h40×303010×915C40 × 2323一一

                     SB25f70 × 703020×20一a54×401124×2224SB44d34× 1810一一
                     9116× 10018一一b34× 3415一一e27×279一一
                     h115×1122636 × 2532C96 × 5720一一f32× 2419一一

                     第13図i102×6611一一d49 × 55i2一一932×24一一←                     j77×4817一』SB32e52× 一3712×1026a一×5821一←
                     a43×361415× 14←f37×3317一一b30 × 3024一一

                     b74×6030一一989×5723一一SB45C46 × 3116一一
                     C86× 641216× 1618h42 × 2913←一d62 × 3711一一

                     SB26d55×4731一一a66×一2115× 1521e38× 3430一一
                     e58 ×42815× 1322b92 × 741823 × 2329a72×6124一一
                     f72 × 5321一一C42 × 3826一一b67×4011一一

                     a81 × 603022× 1815SB33d77×753132×2927C一 ×5225一一
                     b63×392518 × !840e81 ×611826×2615d43 × 2713一一                     C106× 583122 × 1826f48 ×402520 × 1725SB46e33 × 2621一一

                     SB、ム7d65 ×593122 × 2231972× 一27一一第35図f38×2830一一                     e81× 一3318× 1830第34図a25 × 2510一一940X 一20一一
                     f102 × 652020×2035b33 × 307一}嚢40X 一20一一
                     983×一7628 × 2660SB35C39 × 3430一一a54 × 3824一一
                     a133×984530×2632d29 × 29814× 148b一 ×3319}一

                     b68×4227一一a32 × 2717一一C49 × 3931一一                     C80 × 3522『一b35×3513『一SB47d40×3018一一
                     d一×6230一一SB36C22 × 2213一一e40 × 3516一{

                     SB28e58×4611一一d40 ×4023一一f37×2619一一
                     f70 × 4423一←a35 ×3116一一a33×319一一

                     997 × 5822一一b49 × 3023一←b41 × 3223一一                     h60 × 5830一一SB37C34× 34!3一一C44 × 3614一一
                     i90 × 6310一『d50 ×4115一一SB48d29× 267}一
                     a36×2630一一a127 × 853625×25一e48 × 3618一一

                     b32× 302016× 1620SB38b98 x 9213一一f50 × 3514一一
                     C34×2619一一C67×579一一a31 ×2111一一

                     d44 × 302116× 16一a32×22一一一b29 × 2016一一

                     第13図SB30e56×4610一一b35 × 25一}一SB49C24× 1822一一
                     f58 ×4925一一C50×37一一一〔i28 ×2322一一

                     953×4616一一d20 × 20一一一e34×2812}一                     h50× 502815× 1530SB39e34×27一←一a53×4833←一
                     a42 × 3411一一f82× 39一一一b26 × 2215一一

                     b59×4624『一930×22一一一C44×4018一}                     C40 ×218一一h37×33一一一SB50d52 × 3614一一
                     d86 × 6617一一a30 × 3010一一e50×4025一一

                     SB34e70×411924×2419b30 x 2622一一f50× 一29『一
                     f38 × 449一一C39×308一一

                     940 ×271737 × 28一第35図SB40d36 × 3610一一
                     h42 ×4016一一e36 × 2818一一

                     i48 × 3610一一f40 × 2615一一

                     表11 出土柱根観察表 (3)

                     掘り方柱痕掘り方柱痕掘り方柱痕

                     住居恥.大きさ深さ大きさ深さ挿図番号住居恥.大きさ深さ大きさ深さ挿図番号住居恥.大きさ深さ大きさ深さ
                     a53 × 3514一一C38×3021『『d28× 1817一一

                     b58×4219一一d96 × 5210一一SB61e37×2625一一
                     C68 × 4912一一SB56e30×259一一f65×4023一一

                     SB51d80× 505220×2052f24× 185一一a50 × 2817一一
                     e42 × 3717一一932 × 2019一一b66 × 3822一一

                     f37 × 3410一一a63×438一一C50× 一2118×1321
                     9110×7526一一b50 × 377一『SB62d42 ×3316一一
                     b33×2010一一d51 × 4513一一f38×288一一

                     SA52C30 × 308』一SB57e45× 一15一一a35 × 2813一『
                     d68×231816× 1433f50×3019一一b32×2816一『

                     a52×3512一一946 × 295『『SB63C48× 3610一一
                     b37× 3322一『h41 ×3310一一d一×3810一』

                     SB53C35×2619『一i50×4214一一e44× 3021』一
                     d54×3919一一a65 × 5010一一a39 × 359』一
                     e40 ×3612一一b50×4234一一b100×6025一』

                     a32×2713一一第35図SB58C70×613523 × 1827第35図C55×462724 × 1627
                     b50×3624一一d77× 一15一一SB64d42 ×3810一一
                     C55× 33一一一e74×5130一』e一 ×4610一一

                     d20 × 1610一一a一 ×42一一一f42×3419一一                     SB54e27×239一一b56×4029』一943 ×3310一一
                     f40 × 3730一一C59×465一『a46 ×3217一一
                     923×2010一一SB59d72×4816一一b68 × 532318× 1823
                     h33×23一一一e92× 一24一一C59 × 361821 × 1518

                     a28 × 1816一一f44×2821一一SB65d50 × 332715 × 1530
                     b28× 1514『一a60 ×41一一一e56 × 4012一』

                     C35×2813一一b47 × 3335一』f49 ×411018× 1835

                     SB55d24 × 187』一SB60C42 × 38『一}962 ×4215一一
                     e40 × 378一一d63 × 3814一『a一 ×4413一一

                     f48×2718一一e35 × 2717一一b58×421615× 15一

                     927×2215一一a40 ×2324一一SB66C56×3015一一
                     a32 × 2323一一SB61b53X 一16一一d50×391414× 11一
                     b27×248一一C一 ×4319』一e62 ×4215一一



          表12 掘立柱建物跡軸方向・規模

          建物Nα軸方向桁行梁行規模建物Nα軸方向桁行梁行規模

          SB1N-12。 一E7.285.242×3SB34N-6。 一W5.303.982×2

          SB2N-11。 一E7.305.522×3SB35N-36。 一E3.203.051×1

          SB3N-4。 一E7.354003×1SB36N-30。 一E3.503.001×1

          SB4N-22。 一E14866.147×3SB37N-63。 一E2.402.401 ×'1

          SB5N-22。 一E15.36一一SB38N-17。 一E6.90一一

          SA6N-22。 一E一一一SB39N-20。 一W4.544402×2

          SB7N-22。 一E4.063.722x2SB40N-5。 一W4853.742×1

          SB8N-42。 一E一460一SA41N-6。 一W一一一

          SB9N-21。 一E8435.304×2SB42N-6。 一W6.403.832×1

          SB10N-21。 一E一5.22←SB43N-12。 一E4442.602×1

          SB11N-22。 一E一5.92一SB44N-12。 一W6.482.003×1

          SB12N-16。 一E一6.53一SB45N-40 -W4.412.502×1

          SB13N-38。 一E一450一SB46N-10。 一E7.324642×3

          SB14N-200 -E一6.55一SB47N-40。 一E6.992.483×1

          SB15N-17。 一E8.367.204×2SB48N-17。 一E4403.822×2

          SB16N-2。 一E一5.73一SA49N-18。 一W一一一

          S言上7N-4。 一E一5.44一SB50N-19。 一W6.912.333×1

          SB18N-16。 一E}5.58一SB51N-18。 一W6.956.903×1

          SB19N-3。 一E一5.66一SA52N-9。 一E一一一

          SB20N-25。 一W一746一SB53N-3。 一W4872451×2

          SB21N-10。 一E一7.46一SB54N-1。 一W7.584543×2

          SB22N-2。 一E一4.90一SB55N-0。 一E4.774.542×2

          SB23N-6。 一W一一一SB56N-27。 一E6.352.103×1

          SB24N-18。 一E8.164.103×2SB57N-8。 一E6.355.992×2

          SB25N-18。 一E8.204.983×2SB58N-12。 一E3.963.122×1

          SB26N-20 -E5.044102×1SB59N-15。 一E5.765.662×1

          SB27N-5。 一E6.812403×1SB60N-3。 一W3.882402×1

          SB28N-20。 一E9.185.043×2SB61N-56。 一E3.982.002×1

          SA29N-21。 一E一一』SB62N-5。 一E4.132.002×1

          SB30N-20。 一E6462.553×2SB63N-12。 一W5.163.102×1

          SB31N-16。 一E6.534763×1SB64N-25。 一E8.173.803×1

          SB32N-12。 一E7.023.833×2SB65N-20。 一E4084072×2

          SB33N-19。 一E9.263.84一SB66N-22。 一E5.302402×1
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 白鳥館跡から出土した木材の年代と樹種

 パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

 白鳥館跡では、 中世の掘立柱建物跡、 土坑、 柱穴、 河川跡などの遺構が検出されている。 掘

 立柱建物跡は合計7棟確認されており、 一部には柱根が残存している。 柱材の形状は、 丸材、

 荒い面取りした材など建物によって異なる。 今回の分析調査では、 出土した柱根の放射性炭素

 年代測定を行い、 遺構の構築時期に関する資料を得る。 また、 機種同定を併せて行い、 当時の

 用材に関する資料を得る。 なお、 いずれも当時の建築材の実態を伝える貴重な遺物であること

 から、 試料の採取は必要最小限に留めた。 そのため、 放射性炭素年代測定は、 少量でも測定可

 能な加速器質量分析法 (AMS法) を選択した。

 1.試 料

 試料は、 出土した木材5点 (試料番号1～5) である。 このうち、 放射性炭素年代測定は、

 試料番号1～4の4点について行い、 機種同定は全点を対象とする。

 2.方 法

 (1) 放射線炭素年代測定

 測定は、 ㈱地球科学研究所を通じて、 アメリカ合衆国B社が行った。

 (2) 機種同定

 剃刀の刃を用いて木口 (横断面)・柾目 (放射断面)・板目 (接線断面) の3断面の徒手

 切片を作製し、 ガム・クロラール (抱水クロラール、 アラビアゴム粉末、 グリセリン、 蒸

 留水の混合液) で封入し、 プレパラートを作製する。 作製したプレパラートは、 生物顕微

 鏡で観察・同定する。

 3.結 果

 放射性炭素年代測定および機種同定結果を、 表1に示す。 SB4、 14、 21から出土した柱材の

 年代は、 補正年代でいずれも近似し、 320～380BPであった。 しか し、 SB2は940BPで他より

 も古い値を示す。

 一方、 木材の機種は、 いずれも落葉広葉樹で、 3種類 (コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・

 ケンポシナ属) に同定された。 各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

 ・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercus subgen. Lepidobalanus sect Prinus) ブナ科

 環孔材で、 孔圏部は1～2列、 孔圏外で急激に管径を減じたのち、 漸減しながら火炎状

 に配列する。 道管は単穿孔を有し、 壁孔は交互状に配列する。 放射組織は同性、 単列、 1～

 20細胞高のものと複合放射組織とがある。



  ・クリ(Castanea crenata Sied, et Zucc.) ブナ科クリ属

  環孔材で、 孔圏部は1～4列、 孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、 漸減し

  ながら火炎状に配列する。 道管は単穿孔を有し、 壁孔は交互状に配列する。 放射組織は同

  性、単列、 1～15細胞高。

  ・ケンポナシ属 (Hovenia) クロウメモドキ科

  保存状態が悪い。 環孔材で、 孔圏部は1～3列、 孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減

  する。 大道管は管壁厚は中庸、 横断面では楕円形、 単独、 小道管は管壁は厚く、 横断面で

  は円形～楕円形、 単独および放射方向に2～3個が複合する。 道管は単穿孔を有し、 壁孔

  は交互状に配列する。 放射組織は異性皿～■型、 1～5細胞幅、 1～50細胞高。

  4. 考察

  (1)年代について

  柱材のうちSB4、 14、 21では、 補正年代で320～330BPの年代値が得られた。 この結果

  から、 3棟の掘立柱建物跡は、 比較的近い時期に建てられた可能性がある。 これらの年代

  値は、 中世末～近世に該当する。 これは、 本遺跡から15～16世紀頃の青磁が出土している

  ことや、 本遺跡の南約1kmに位置する白鳥城跡の発掘調査所見とも調和的である。 一方、

  SB2では、 補正年代で930BPの年代値が得られた。 他の掘立柱腱物跡とは明らかに年代が

  異なっていることか ら、 SB2については古代の掘立柱腱物跡の可能性もある。

  (2)用材について

  掘立柱腱物跡の柱根は、 コナラ節、 クリ、 ケンポナシ属の3種類がみられた。 掘立柱腱

  物の柱材は、 強度が重要であることが推定できるが、 その他にも直接地中に埋めることか

  ら、耐水性や耐朽性も重要であったと考えられる。 今回認められた種類では、 クリが強度

  や耐朽性に優れた材質を有する (平井、 1980)。 また、 コナラ節も強度に優れた材質を有

  する(平井、 1979)。 ケンポナシ属は、 重さは中庸、 粗軟で工作は容易であるが、 狂いは

  少ない (柴田、 1957)。

  これらの材質から考慮すれば、 クリやコナラ節の柱材は、 強度や耐朽性などの材質を考慮

  した上で選択されていた可能性がある。 一方、 ケンポナシ属は、 クリやコナラ節に比較する

  と材質が劣る。 そのため、 ケンポナシ属の柱材が検出されたSB14では、 他の建物跡と異なつ

  た用材が行われていた可能性がある。 しか し、 柱材は各建物で1点づつしか同定しないため、

  詳細は不明である。 今後、 各建物の柱材すべての樹種構成を明らかにしておきたい。
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